
は
序
論
に
お
い
て
、
航
法
の
歴
史
の
「
本
質
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

事
実
」
と
し
て
、
「
天
文
学
と
地
理
学
は
一
七
〇

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

○
年
以
来
航
海
術
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。

も
っ
と
以
前
か
ら
そ
う
だ
っ
た
と
想
定
す
る
の
は

広
く
流
布
し
た
誤
り
で
あ
る
（
傍
点
引
用
老
）
」
と

い
う
断
定
を
下
し
て
い
る
（
こ
の
点
で
、
航
海
術

は
「
各
時
代
に
お
い
て
そ
の
時
代
の
最
先
端
の
知

識
と
技
術
を
総
合
し
て
き
た
技
術
な
の
で
あ
る
」

と
い
う
訳
者
の
解
説
と
相
容
れ
な
い
。
）
が
、
他
方

で
、
　
「
航
海
天
文
学
の
歴
史
的
発
展
全
体
が
…
…

結
局
は
学
老
の
自
己
批
判
的
思
考
が
不
可
欠
だ
っ

た
…
…
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
学

問
的
天
文
学
の
、
動
か
な
い
天
文
台
か
ら
船
へ
、

の
ち
に
は
さ
ら
に
航
空
機
へ
の
応
用
の
道
で
あ
っ

　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
。
そ
の
最
初
の
第
一
歩
は
十
五
世
紀
末
に
行
な

マ
　
　
ヘ
　
　
へ

わ
れ
た
（
傍
点
引
用
老
）
」
と
し
て
、
妾
時
リ
ス

ボ
ン
に
あ
っ
て
当
代
一
流
の
科
学
者
が
参
加
し
た

数
学
者
委
員
会
（
細
巳
鼠
α
o
ω
冒
客
①
ヨ
ρ
鉱
8
。
。
）

の
活
動
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
一
七
〇
〇
年
と

十
五
世
紀
末
と
い
う
年
代
の
ひ
ら
き
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
書
で
は
繰
船
は
客
p
＜
お
口
調
§

に
属
さ
な
い
と
し
て
叙
述
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
少
く
と
も
帆
船
時
代
ま
で
は
、

問
切
り
等
の
運
用
術
の
も
つ
意
味
は
無
視
で
き
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
各
方
面
か
ら

御
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
本
書
訳
出
の
意
義
は
極
め
て

大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ひ
と
り
の
研
究

者
が
、
数
学
、
天
文
学
、
地
理
学
か
ら
、
気
象
、

電
波
・
電
子
機
器
関
係
等
の
知
識
に
至
る
ま
で
の

航
法
の
理
解
に
必
要
な
多
く
の
専
門
分
野
に
通
暁

す
る
こ
と
自
体
容
易
で
は
な
い
が
、
加
え
て
、
そ

れ
ら
の
穂
落
な
知
識
を
過
不
足
な
く
取
捨
選
択
し

て
一
冊
の
本
に
ま
と
め
あ
げ
、
し
か
も
水
準
を
お

と
さ
な
い
一
…
新
し
い
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
一

次
資
料
に
あ
た
り
、
独
自
の
見
解
を
織
り
込
む

一
と
い
う
離
れ
業
を
や
っ
て
の
け
て
い
る
の
だ

か
ら
。
今
後
、
こ
の
分
野
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
概

説
書
と
し
て
通
用
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
訳
文
は
読
み
や
す
く
、
訳
注
も
充
実
し

て
い
る
。

　
　
（
B
6
判
　
三
二
〇
頁
　
一
九
八
三
年
五
月
　
岩
波

　
書
店
　
三
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
合
田
昌
史
　
京
都
大
学
院
生
）

『
か
つ
ら
ぎ
町
史
』

　
　
古
代
・
中
世
史
料
編

　
か
つ
ら
ぎ
町
は
、
現
在
の
和
歌
山
県
伊
都
郡
に

属
し
、
東
は
高
野
口
町
、
西
は
那
賀
町
と
接
し
、

北
は
萬
城
山
脈
を
限
り
、
紀
ノ
川
を
渡
っ
て
南
は

高
野
町
と
接
し
て
い
る
。
町
域
は
か
つ
て
の
庄
園

の
集
ま
り
で
あ
り
、
私
は
こ
れ
ら
の
庄
園
群
に
つ

い
て
興
味
を
持
つ
者
で
あ
る
の
で
、
最
も
新
し
い

成
果
を
取
り
入
れ
た
当
町
史
に
対
す
る
期
待
は
大

き
い
。
そ
こ
で
、
今
回
、
紹
介
の
記
事
を
書
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
庄
園
群
に
関
す
る
研
究
の
、

今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
若
輩
考
え
て
み
た
い
と

思
う
。
（
但
し
、
筆
者
の
能
力
が
至
ら
ぬ
為
、
古

代
史
料
に
つ
い
て
の
言
及
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

う
が
御
寛
恕
願
い
た
い
。
）

　
こ
の
巻
の
構
成
は
、
本
文
が
、
1
一
般
編
年
、

H
官
省
符
庄
、
皿
四
郷
、
W
笠
田
庄
、
V
渋
田
庄
、

W
六
箇
七
郷
、
の
六
章
に
分
か
れ
、
巻
末
に
史
料

解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
1
に
は
、
各
庄
園
が
成

立
す
る
以
前
の
古
代
史
料
、
お
よ
び
個
別
の
庄
園

や
地
域
に
区
分
し
に
く
い
内
容
を
持
つ
中
世
史
料

が
収
録
さ
れ
、
H
～
M
に
は
、
町
域
内
に
存
在
し
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介紹

た
庄
園
ご
と
に
史
料
を
集
め
て
い
る
。
で
は
、
先

ず
、
章
ご
と
に
内
容
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

　
1
、
一
般
編
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
や
ま

　
先
ず
、
交
通
関
係
の
史
料
と
し
て
は
、
兄
山

（
現
背
山
）
・
萩
原
駅
関
係
の
も
の
が
あ
り
、
高
野

山
参
詣
記
は
、
既
知
の
も
の
は
全
て
収
録
さ
れ
て

い
る
。
次
に
、
高
野
山
の
寺
領
拡
張
の
根
拠
と
さ

れ
た
「
御
手
印
縁
起
」
は
、
そ
れ
に
類
す
る
一
連

の
史
料
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
引
用
し
や
す
く
な

っ
た
。
ま
た
、
葛
域
修
験
や
西
行
に
関
す
る
も
の

も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
そ
の
他
、
高
野
山
の
寺
領

支
配
に
関
す
る
も
の
も
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
。
）

　
正
、
官
省
符
庄

　
高
野
山
の
膝
下
庄
園
の
眼
目
で
あ
っ
て
広
大
な

庄
域
を
持
つ
こ
の
庄
園
は
、
中
世
に
於
て
は
、
村

が
集
合
し
た
四
つ
の
地
域
、
④
河
南
、
＠
上
方
、

⑳
下
方
、
㊥
四
郷
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
。
）
、

に
分
か
れ
て
い
た
。
⑳
は
現
在
の
久
度
山
町
、
＠

は
高
野
口
町
に
属
し
、
⑳
・
㊥
が
当
町
に
属
す
る
。

永
承
四
年
（
㎜
〇
四
九
）
に
官
省
符
に
よ
っ
て
不

輸
・
不
入
が
認
め
ら
れ
た
の
は
④
＋
＠
で
あ
っ
て
、

◎
が
寺
領
と
し
て
定
着
す
る
の
は
そ
れ
よ
り
も
時

代
が
下
る
。
こ
の
章
で
は
、
④
～
◎
の
全
域
に
関

係
す
る
も
の
を
取
録
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
官
省

符
庄
の
史
料
集
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
一
点
だ
け
残
念
な
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
日
本
古
文
書
や
金
剛
峯
寺

編
『
高
野
山
文
書
』
に
未
収
録
の
為
、
公
刊
を
待

望
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
高
野
山
内
の
文
書
群
に
、

『
御
影
堂
文
書
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
今
回
、

所
蔵
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
全

て
を
紋
録
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
高

野
山
は
、
応
永
年
間
に
、
田
・
畠
・
在
家
の
大
検
注
と
、

そ
の
分
田
・
分
畠
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
膨

大
な
量
の
検
注
帳
は
、
右
の
事
情
か
ら
、
⑳
に
属

す
る
諸
村
の
も
の
に
収
録
が
限
定
さ
れ
、
④
・
＠

の
も
の
は
ご
く
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
章
の

前
半
部
に
は
、
惣
田
数
目
録
や
分
田
（
分
都
）
支

配
注
文
等
の
、
検
注
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
総

括
的
な
文
書
を
収
め
、
後
半
部
に
は
、
村
単
位
に

作
成
さ
れ
た
検
注
帳
や
分
田
（
分
畠
）
支
配
切
符

帳
等
を
村
ご
と
に
ま
と
め
て
配
列
し
て
あ
る
。
前

半
部
に
は
、
従
来
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
た
も
の
が

多
い
が
、
後
半
に
は
『
御
影
堂
文
書
』
・
『
勧
学
院

文
書
』
中
の
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
研
究

者
と
し
て
は
、
一
粟
の
土
地
台
帳
は
全
部
見
て
お

き
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
下
方
の
分
だ
け
で

も
村
ご
と
の
検
注
の
詳
細
な
デ
ー
タ
が
そ
ろ
っ
た

こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
先
ず
は
下
方
を
し
っ
か

り
把
握
し
、
次
に
総
括
的
な
台
帳
類
を
援
用
し
て
、

庄
全
体
に
つ
い
て
の
新
し
い
見
通
し
を
打
ち
出
す

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
新
史
料
の

果
た
し
た
役
割
を
評
価
し
、
残
り
の
未
公
刊
の
も

の
の
重
要
性
を
訴
え
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
皿
、
四
郷
（
「
し
ご
う
」
と
読
む
）

　
こ
こ
は
、
前
述
し
た
様
に
官
省
符
庄
内
で
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
が
判
明
す
る
史
料
の
初
見
は
遅
く

て
成
立
事
情
が
わ
か
ら
ず
、
し
か
も
山
間
地
域
で

あ
っ
て
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
今
回
、
新
た
に
史
料
を
加
え
た
の
で
、
も

う
少
し
詳
し
い
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

　
W
、
笠
田
庄

　
こ
こ
の
み
が
高
野
山
領
で
は
な
く
、
主
と
し
て

神
護
寺
領
で
あ
っ
て
、
関
係
史
料
は
、
　
『
神
護
寺

文
書
』
が
中
心
で
あ
る
。
既
に
、
　
『
那
賀
町
史
』

の
編
年
史
料
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の

関
係
史
料
は
、
当
町
史
に
於
い
て
は
、
単
独
の
庄

園
史
料
集
と
し
て
一
章
を
宛
て
ら
れ
て
い
る
。

　
V
、
渋
田
庄

　
元
は
大
伝
法
院
（
一
根
来
寺
）
領
で
あ
っ
た
が
、

南
北
朝
期
以
後
高
野
山
領
と
な
っ
た
。
　
『
根
来
要

書
』
か
ら
の
収
録
が
多
い
が
、
今
回
初
め
て
紹
介

さ
れ
た
も
の
で
注
目
す
べ
き
史
料
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
　
『
御
影
堂
文
書
』
に
含
ま
れ
る
、
建
武
五
年
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・
正
平
一
一
年
・
長
享
三
年
の
検
注
帳
で
あ
っ
て
、

年
次
を
隔
て
た
複
数
の
検
注
帳
が
一
つ
の
庄
園
で

現
存
す
る
例
は
他
に
は
な
い
。

　
M
、
六
箇
七
曲

　
こ
れ
は
、
高
野
山
の
鎮
守
社
で
あ
る
天
野
社
領

で
あ
っ
て
、
広
義
の
高
野
山
領
で
あ
る
。
そ
の
名

の
如
く
、
天
野
を
中
心
と
す
る
、
六
個
乃
至
七
個

の
郷
の
集
ま
り
で
あ
る
。
怠
る
意
味
で
最
も
古
く

か
ら
の
高
野
山
領
で
あ
り
、
天
野
社
家
や
坂
上
氏

等
の
有
力
な
土
豪
の
拠
点
で
あ
り
な
が
ら
他
の
寺

領
ほ
ど
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
史
料

の
引
用
が
便
利
に
な
っ
た
の
で
研
究
の
進
展
が
期

待
さ
れ
る
。

　
次
に
、
全
章
を
通
じ
て
の
こ
と
に
関
し
て
だ
が
、

当
町
史
で
は
、
町
域
外
の
文
警
だ
け
で
は
な
く
、

在
地
に
残
さ
れ
た
も
の
の
調
査
も
行
な
っ
て
い
る
。

丑
に
は
『
短
野
区
文
書
』
、
班
に
は
『
滝
区
文
書
』
、

M
に
は
、
天
野
社
家
で
あ
っ
た
、
丹
生
一
麿
・
丹

生
広
良
両
氏
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
『
和
歌
山
県
史
』
に
は
収
め
ら
れ

て
は
い
な
い
。
ま
た
、
文
書
以
外
で
は
、
伝
来
の

確
か
な
も
の
で
は
最
古
の
、
町
域
内
で
発
見
さ
れ

た
応
永
三
年
の
銘
入
り
の
枡
の
写
真
が
入
っ
て
い

る
。　
以
上
、
粗
雑
な
紹
介
と
な
っ
た
が
、
史
料
の
膨

大
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
可
能
な
限
り
の
収
録
を
さ

れ
た
編
集
委
員
会
の
方
々
の
努
力
に
、
少
し
で
も

敬
意
を
払
う
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
史
料
の
豊
富

な
和
歌
山
県
（
特
に
二
面
）
で
、
町
単
位
に
自
治

体
史
の
編
纂
を
行
な
う
こ
と
に
は
種
々
の
限
界
が

あ
る
と
思
わ
れ
、
も
っ
と
広
域
的
な
企
画
が
で
き

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
B
5
版
　
一
一
二
六
頁
　
一
九
八
三
年
九
月
　
か

　
つ
ら
ぎ
町
　
四
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
瀬
直
樹
　
京
都
大
学
院
生
）

大
阪
市
史
史
料
第
十
一
輯

若
林
喜
三
郎
編

　
　
『
北
浜
二
丁
目

　
　
　
　
　
戸
長
文
書
』

　
こ
の
本
は
、
明
治
の
は
じ
め
、
大
阪
北
浜
二
丁

羅
の
戸
長
で
あ
っ
た
木
田
庄
之
助
家
の
旧
道
文
書

（
現
在
、
奈
良
女
子
大
学
所
蔵
）
の
う
ち
、
戸
長

取
扱
い
文
書
の
主
要
な
も
の
を
抄
録
、
編
集
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
木
田
家
は
も
と
堺
屋
と
称
し
、
幕
末
・
維
新
期

の
当
主
で
あ
っ
た
庄
之
助
は
、
旧
来
の
金
貸
業
の

ほ
か
に
江
戸
向
け
紙
問
屋
・
船
問
屋
を
経
営
、
さ

ら
に
九
店
重
積
問
屋
（
江
戸
向
け
主
要
商
品
の
問

屋
組
合
、
い
わ
ば
二
十
四
組
問
屋
の
後
身
）
の
総

代
と
し
て
も
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
一
八
七
七

（
明
治
一
〇
）
年
ご
ろ
か
ら
は
、
紙
・
海
運
関
係

の
仕
事
か
ら
遠
ざ
か
り
、
貸
家
業
や
金
貸
業
を
も

っ
ぱ
ら
に
し
て
い
た
。

　
木
田
庄
之
助
は
、
こ
う
し
た
家
業
の
か
た
わ
ら
、

前
任
戸
長
が
金
策
に
ゆ
き
づ
ま
り
出
奔
し
た
あ
と

を
う
け
て
、
　
一
八
七
三
（
明
治
六
）
七
月
、
従
来

の
勘
定
改
役
か
ら
戸
長
に
抜
擢
さ
れ
、
約
三
年
間

そ
の
役
を
つ
と
め
、
そ
の
後
、
一
八
八
○
（
明
治

ニ
ニ
）
年
に
は
、
区
の
勘
定
方
を
一
暗
つ
と
め
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
木
田
家
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
は
、
そ
の
後

ど
う
い
う
経
緯
を
へ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一

九
五
二
、
三
（
昭
和
二
十
七
、
八
）
年
ご
ろ
、
京

都
三
条
の
京
阪
書
房
の
店
頭
に
あ
ら
わ
れ
た
。
そ

れ
を
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
（
地
理
学
）
の
辻
田

右
左
男
先
生
が
目
に
と
め
ら
れ
、
早
速
、
奈
良
女

子
大
学
に
一
括
購
入
さ
れ
、
そ
の
後
ず
っ
と
同
大

学
文
学
部
史
学
研
究
室
に
保
存
さ
れ
て
き
た
。

　
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
の
文
書
は
、
　
一
九

七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
四
月
、
金
沢
大
学
か
ら
奈

良
女
子
大
学
に
転
任
さ
れ
た
若
林
喜
三
郎
先
生
の
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